
草刈りバスターズの取り組み

チームの皆さん、本年度もありがとうございました！



草刈りバスターズ発祥の経緯

令和４年の春先 長野市市民協働サポートセンター主催

・「地域の草刈りどうしてる」のWSプがきっかけ

・地域における共助での草刈り維持が困難になって

きて、これから先どうして行きましょう!?

・初回の草刈り隊養成講座は、「NHKのおはよう日本」

で紹介される。



昨年度までの取り組み

・養成講座 年１〜２回（夏と秋口）

・草刈り作業の支援

草刈りバスターズエキスパートチーム 

令和５年度に結成 総勢20弱

大谷地湿原のヨシ刈り、一の鳥居苑地



令和７年度の取り組み

草刈りバスターズ 養成講座

６月７日 広瀬ふれあい公園で実施

初級編 人、上級編１人

各種草刈り作業の実施

大谷地湿原４回

一の鳥居苑地８回

集落派遣 岩戸２回、池平２回、京田１回















令和７年度の取り組み 補足

長野市の環境保全の実験林「フォレストミュージアム」

住民自治協議会が機械の貸し出し等で市に協力

JTさんが、ボランティア作業に協力 年２回

地域不在者空き家の有償ボランティア

芋井児童センター敷地の草刈り協力



草刈りバスターズの実施イメージ

大谷地湿原の草刈りの場合

初回の６月のヨシ刈りは、２m以上も背丈のあるヨシの刈り払い

朝９時から12時まで、みっちり３時間

炎天下ですと、熱中症でヘロヘロになってしまう方も

開始時間を８時スタートに繰り上げ

塩アメとスポーツドリンクも支給

作業後は、ピカイチのラーメンか森の駅で昼食を食べ

新品のチップソーとアソビーバさんの無料入浴券も支給して解散

時給1,000円の作業賃を支給







草刈りの集落派遣

出動場所

区長さんが集まる芋井地区の評議員会でお声がけ。

ご依頼があった集落に応援

岩戸や京田の草刈りは、総延長が長くて、けっこう大変

草刈り前 顔合わせでメンバーが自己紹介

草刈り後 「ありがとう」の御礼 ＆ 記念撮影

お礼と同時に「次回もまたお願いね」

助っ人側は、心の満足感が得られます！



補助金活用して事業内容を拡充

県の元気づくり支援金

紙と動画の教材作成、刈払機20台と防具類の購入

看板作成、刈払機を軽トラに車載するラック台等

環境省さんの地域循環共生圏づくり事業

草刈要員の人件費

チップソー・ガソリン代等の消耗品購入等



草刈りバスターズの課題

人手不足

人員の頭数が足りない

依頼を沢山受けても出動回数も限られる

養成講座

初級編受講者は即戦力にはならない

草刈り実施日

草刈り日が重なり、スタッフが地元草刈り前倒しも

ボランティアのままでの継続は難しい

作業賃の確保をどうして行くか



今後の展開について

地元での草刈り人材の確保 広報の工夫

区長部会等で、しっかりと事業報告、スタッフ参加の協力要請等

養成講座・草刈り人材の人集め

純粋な草刈り ＋αの愉しみの肉付けの創意工夫

格好良いチラシとネットによるスポット告知では人は集まらない

芋井ならではの伝手を洗い出し、一本釣りで開拓して行く

受益者負担をお願いしていく

会員制度の立ち上げ 年会費を集めたり、芋井出身者にも

省力化・機械化の取り組み・研究も必要

草刈りの事業化や、共助の草刈りの公助への展開等も必要







最 後 に

その１

エキスパートチームへのあなた（マンパワー）の

ご参加をお待ちしています！

その２

草刈りバスターズの盛り上げに、あなたの一役

（金銭的協力、専門的助言、手助けにつながる、あらゆ

る情報提供）をお待ちしています！
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